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概念として研究した．その後，ニューガルテンらの生活満足度尺度A（Life Satisfaction Index 
A;LSIA） 16），ロートンのPGAモラールスケール（Philadelphia Geriatric Center Morale Scale） 17），













































Society of America）では1999年に，「ポストゲノム時代におけるエイジングの新たな視点（New 
Perspectives on Aging in the Post Genome Era）」というテーマで，第52回大会がサンフランシス
コで開催された時，サクセスフル・エイジングを再検討する「The Paradox of ‶Successful 




































































































































































































































































1980 59.4 30.1 7.1 1.1 ―　 2.3
1985 58.0 33.7 5.8 1.5 ―　 1.0
1990 53.6 37.8 6.0 0.9 ―　 1.7
1995 54.2 38.0 5.6 0.8 ―　 1.4
2000 43.5 41.8 6.6 0.9 7.0 0.2
2005 34.8 42.9 14.7 0.6 6.9 0.1
2010 33.1 46.8 11.2 1.2 7.6 0.0




























































































































ファックス）の全てを合わせても 1週間に 1回に満たない場合（月 3回まで），また，いずれかの関
係における合計回数が 1週間に 1回以上の場合（月 4回以上）は非孤立とする．客観的孤立は，30代
～ 60代の男性に多く，主観的孤立は，20代～ 40代の女性が多かった．
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